
黒
沢
病
院伊

藤
一
人
院
長

生
活
の
質
向
上
に
寄
与

当
院
は
大
規
模
な
人
間
ド
ッ

ク
を
実
施
し
て
お
り
、
前
立
腺

の
が
ん
や
肥
大
症
の
症
例
経
験

が
豊
富
に
あ
る
の
が
強
み
で

す
。
前
立
腺
が
ん
を
は
じ
め
、

各
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
多

数
在
籍
し
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
手
術
か
ら
、
内
視
鏡
手
術
、

結
石
、
女
性
の
尿
失
禁
手
術
ま

で
、
幅
広
い
泌
尿
器
科
疾
患
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
で

は
、
合
併
症
や
術
後
の
性
機
能

低
下
な
ど
を
懸
念
し
、
手
術
を

希
望
し
な
が
ら
も
踏
み
切
れ
な

い
患
者
さ
ん
も
多
い
と
さ
れ
て

お
り
、
手
術
に
対
す
る
心
理
的

不
安
が
治
療
の
大
き
な
障
壁
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

導
入
し
た
ア
ク
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
こ
の
障
壁
を
低
く
す
る

可
能
性
を
持
っ
た
新
し
い
治
療

法
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
主
要

な
治
療
法
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
日
本

国
内
で
導
入
し
て
い
る
医
療
機

関
は

施
設
に
と
ど
ま
り
、
当

院
は
群
馬
県
で
初
め
て
の
導
入

と
な
り
ま
し
た
。
当
院
が
い
ち

早
く
導
入
し
た
こ
の
技
術
は
、

患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
）
向
上
や
合
併
症
リ
ス
ク
の

低
減
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
期

待
さ
れ
ま
す
。
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黒
沢
病
院

大
木
亮
理
事
長
補
佐

治
療
精
度
向
上
努
め
る

ア
ク
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療

を
知
っ
た
の
は
、

年
に
ア
メ

リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
学
会
に
参

加
し
た
際
の
こ
と
で
す
。
当
時

の
最
先
端
治
療
法
と
し
て
関
心

を
寄
せ
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
治
療
に
よ
る
前
立
腺
肥

大
症
の
手
術
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

自
動
で
行
い
ま
す
。
従
来
の
レ

ー
ザ
ー
手
術
な
ど
と
比
べ
、
執

刀
医
に
よ
る
技
量
の
差
は
少
な

く
な
る
一
方
、
切
除
範
囲
を
事

前
に
設
定
す
る
作
業
に
は
、
泌

尿
器
科
専
門
医
の
経
験
と
技
量

が
依
然
と
し
て
影
響
し
ま
す
。

こ
う
し
た
技
術
を
磨
く
た

め
、
当
院
の
泌
尿
器
科
医
師
は

ロ
ボ
ッ
ト
を
販
売
す
る
メ
ー
カ

ー
の
講
習
や
、
先
行
導
入
し
て

い
る
病
院
の
医
師
の
指
導
を
受

け
る
な
ど
し
て
技
術
を
研
さ
ん

し
て
き
ま
し
た
。

当
院
は
２
月
末
の
導
入
以

降
、
主
に
県
内
在
住
の
患
者
さ

ん
を
対
象
に
８
月
ま
で
に
約

件
の
手
術
を
実
施
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
か
ら
は
「
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
た
」
「
術
後
の

調
子
も
良
い
」
と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
新
し
い
治
療
法
で
す

が
、
今
後
、
長
期
的
な
再
発
率

な
ど
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
治

療
の
精
度
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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黒
沢
病
院
（
高
崎
市
矢
中
町
）
は
、
前
立
腺
肥
大
症
に
対
す

る
革
新
的
な
手
術
法
「
ア
ク
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
」
を
県
内

で
初
め
て
導
入
し
た
。
２
０
２
５
年
５
月
時
点
で
、
国
内
に

台
し
か
導
入
さ
れ
て
い
な
い
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
手
術

で
、
生
理
食
塩
水
を
高
速
で
噴
射
し
、
前
立
腺
組
織
を
切
除
す

る
。
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
術
後
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
患
者
の
利
益
を
第
一
に
考
え
る

病
院
の
理
念
に
基
づ
き
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
最
新
の
医
療
技

術
の
提
供
を
通
じ
て
地
域
医
療
の
充
実
を
目
指
す
。

前立腺肥大症とは

排尿困難など
高齢化で増加
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黒沢病院は、1977年に私が群

馬県で初めて泌尿器科専門医院

として開業したことから始まり

ました。以来、当院は泌尿器科

を中心とした病院として、人間

ドックを活用して前立腺がんの

早期発見に取り組んだり、群馬

大学の伊藤一人先生を院長に

招
しょう

聘
へい

し、難治性手術に取り組

んだりするなど、臨床と研究の

両面で常に最先端の医療を追求

してきました。

このたび、当院は前立腺肥大

症の最先端治療である「アクア

ブレーション」と最新の ・

を導入しました。特にアク

アブレーションは、人工知能（

）を活用した前立腺肥大症の

画期的な手術方法です。従来の

レーザーや電気メスと異なり、

水圧で切除するため熱を持た

ず、出血が少ないのが特徴です。

これにより、性機能の温存や尿

失禁の防止などが可能になりま

した。また、手術時間も短縮さ

れ、患者さんの身体的な負担も

大きく軽減されます。

私は「自分がしてほしいこと

をさせていただく」という考え

を大切にしており、もし自分が

手術を受けるならこの最新の治

療を受けたいと思いました。採

算は取れませんが、患者さんが

喜んでくれることが何より重要

だと考えています。

患者さんが快適に、そして安

心して治療を受けられる環境を

整えることが、当院の使命です。

今後も県内のみならず関東地区

の病院をけん引し、患者さんや

働く医療者にとってメリットの

ある最先端の医療に取り組んで

いきます。

医療法人社団
美心会理事長 黒澤 功

最先端医療を追求

前立腺肥大症の最先端治療 アクアブレーション を県内で初めて導入した黒沢

病院 写真上と同治療に用いる手術用ロボットシステム ＡＱＵＡＢＥＡＭ

同右 研修でアクアブレーション治療の技術を磨く医師たち 同下

中
高
年
以
降
の
男
性
に
多
く

見
ら
れ
る
泌
尿
器
系
の
疾
患

で
、
前
立
腺
の
良
性
腫
瘍
で
あ

る
前
立
腺
肥
大
症
。
男
性
に
の

み
存
在
す
る
前
立
腺
は
膀ぼ

う

胱こ
う

の

下
に
あ
る
ク
ル
ミ
大
の
器
官

で
、
内
腺
（
移
行
領
域
）
と
外

腺（
辺
縁
域
）な
ど
か
ら
な
る
。

こ
の
う
ち
の
内
腺
が
徐
々
に
肥

大
化
し
、
尿
道
を
圧
迫
す
る
こ

と
で
排
尿
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
を
引
き
起
こ
す
。

主
な
症
状
に
は
、
尿
が
出
に

く
い
排
尿
困
難
、
夜
間
頻
尿
、

尿
意
切
迫
感
、
残
尿
感
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
排
尿
異
常
は

下
部
尿
路
症
状
（
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
）

と
総
称
さ
れ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
低
下

さ
せ
る
原
因
と
な
る
。
原
因
は

完
全
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い

が
、
加
齢
や
男
性
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
遺
伝
に
よ
る
影
響

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

症
状
が
軽
い
場
合
は
、
生
活

習
慣
の
改
善
指
導
に
加
え
、
前

立
腺
や
膀
胱
の
筋
肉
を
緩
め
て

尿
道
を
広
げ
る
薬
や
、
前
立
腺

を
小
さ
く
す
る
薬
を
用
い
る
治

療
が
選
択
さ
れ
る
。
症
状
が
重

い
場
合
や
薬
物
療
法
で
は
効
果

が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
尿
道

か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
て
、
肥
大

し
た
組
織
を
削
っ
た
り
蒸
散
さ

せ
た
り
す
る
外
科
手
術
を
行
う

の
が
一
般
的
だ
。

近
年
、
高
齢
化
に
伴
い
増
加

傾
向
に
あ
り
、
国
内
の
潜
在
患

者
は
４
０
０
万
人
と
も
推
定
さ

れ
る
。
前
立
腺
肥
大
症
は
Ｑ
Ｏ

Ｌ
を
大
き
く
低
下
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
放
置
す
る
と
膀
胱
機

能
の
低
下
や
尿
が
全
く
出
な
く

な
る
尿
閉
、
腎
機
能
障
害
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、
主
に
前
立
腺
の
外
腺

に
で
き
や
す
い
悪
性
の
腫
瘍
が

「
前
立
腺
が
ん
」
。
前
立
腺
肥

大
症
と
は
異
な
る
病
気
だ
が
、

同
時
に
発
症
す
る
こ
と
も
多

い
。

■
新
た
な
手
術
療
法

ア
ク
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療

は
、
水
圧
を
利
用
し
て
前
立
腺

肥
大
症
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

組
織
を
切
除
す
る
最
先
端
の
手

術
療
法
だ
。
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
本
拠
を
置
く
医
療
機
器

会
社
「
プ
ロ
セ
プ
ト
・
バ
イ
オ

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
社
」
が
販
売
す

る
「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ロ
ボ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
最
新

の
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

を
使
用
。
「
水
（

）
」

と
「
切
除
（

）
」

を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
が
示
す

通
り
、
生
理
食
塩
水
の
高
速
の

水
噴
射
（
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
）
で
肥
大
し
た
前
立
腺
を
ロ

ボ
ッ
ト
が
自
動
で
切
除
す
る
。

世
界

カ
国
の
医
療
機
関
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
国
内
で
は

年
６
月
、
前
立
腺
肥
大
症
に
対

す
る
新
た
な
手
術
法
と
し
て
保

険
適
用
が
認
め
ら
れ
た
。
同
病

院
で
は
今
年
２
月
か
ら
導
入
し

た
。前

立
腺
肥
大
症
の
治
療
で

は
、
薬
物
療
法
が
主
体
と
な
る

が
、
症
状
や
肥
大
の
程
度
な
ど

か
ら
外
科
手
術
も
選
択
さ
れ

る
。
前
立
腺
肥
大
症
の
手
術
と

し
て
は
、
内
視
鏡
を
尿
道
か
ら

挿
入
し
て
レ
ー
ザ
ー
光
で
内
腺

を
く
り
ぬ
く
「
ホ
ル
ミ
ウ
ム
レ

ー
ザ
ー
前
立
腺
核
手
術
（
Ｈ
ｏ

Ｌ
Ｅ
Ｐ
）
」
、
電
気
メ
ス
で
前

立
腺
組
織
を
少
し
ず
つ
削
り
取

る
「
経
尿
道
的
前
立
腺
切
除
術

（
Ｔ
Ｕ
Ｒ
｜
Ｐ
）
」
、
水
蒸
気

の
熱
を
利
用
し
て
前
立
腺
を
縮

小
さ
せ
る
「
経
尿
道
的
水
蒸
気

治
療
（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
）
」
な
ど
が

あ
る
。
同
病
院
で
も
こ
れ
ら
の

手
術
を
多
く
実
施
し
て
き
た
。

ア
ク
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療

は
、
従
来
の
手
術
法
と
異
な
り

熱
源
を
用
い
な
い
点
が
特
徴

だ
。
こ
の
た
め
、
前
立
腺
周
辺

の
性
機
能
を
つ
か
さ
ど
る
神
経

を
損
傷
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
勃
起
不
全
や
射
精
障
害

と
い
っ
た
性
機
能
障
害
の
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
非

常
に
低
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ

ッ
ト
に
よ
る
切
除
は
出
血
を
最

小
限
に
抑
え
る
。

■
切
除
時
間
も
短
縮

手
術
は
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

を
備
え
た
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

が
自
動
で
肥
大
し
た
組
織
を
切

り
除
く
。
切
除
自
体
に
か
か
る

時
間
は
、
前
立
腺
の
大
き
さ
に

か
か
わ
ら
ず
５
〜

分
で
、
手

術
時
間
を
大
幅
に
短
縮
。
患
者

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
と
と
も
に
、
身

体
的
負
担
に
配
慮
し
た
治
療
法

と
い
え
る
。

手
術
に
際
し
て
は
医
師
が
切

除
範
囲
を
細
か
く
設
定
で
き
る

た
め
、
過
不
足
な
く
肥
大
し
た

■
信
念
に
基
づ
き
決
断

組
織
を
正
確
に
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
る
。
手
術
を
担
当
す
る

医
師
に
と
っ
て
も
時
間
的
・
体

力
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
よ
り

正
確
な
手
術
を
可
能
に
す
る
点

で
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
同
病

院
で
は
大
木
亮
理
事
長
補
佐
が

中
心
と
な
り
、
約

例
の
手
術

を
重
ね
て
き
た
。
大
木
理
事
長

補
佐
は
「
今
後
の
標
準
治
療
に

な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」

と
強
調
す
る
。

従
来
の
術
式
と
同
等
、
も
し

く
は
そ
れ
以
上
の
治
療
効
果
が

得
ら
れ
る
ア
ク
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
治
療
だ
が
、
導
入
し
た
医
療

機
関
は
全
国
で
も

施
設
し
か

な
い
。
機
器
の
導
入
費
用
が
非

常
に
高
価
で
、
人
件
費
や
維
持

費
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
従
来

の
手
術
を
続
け
る
方
が
経
営
上

有
利
な
た
め
、
多
く
の
病
院
は

導
入
に
踏
み
切
れ
な
い
の
が
現

状
だ
。
北
関
東
以
北
で
導
入
し

た
の
は
同
病
院
の
み
で
、
県
内

の
み
な
ら
ず
遠
く
は
青
森
県
か

ら
こ
の
治
療
を
求
め
て
来
院
す

る
患
者
も
い
る
と
い
う
。

採
算
性
よ
り
も
患
者
の
利
益

を
優
先
し
て
導
入
を
決
断
し
た

の
は
、
黒
澤
功
理
事
長
が
開
院

以
来
貫
い
て
き
た
「
つ
ら
い
思

い
を
す
る
患
者
を
一
人
で
も
減

ら
し
、
快
適
な
生
活
を
送
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
強
い
信

念
に
基
づ
く
も
の
だ
。
伊
藤
一

人
院
長
は
「
ア
ク
ア
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
導
入
し
て
か
ら
手
術
を

受
け
て
み
た
い
と
い
う
希
望
者

が
増
え
て
き
た
印
象
が
あ
る
」

と
手
応
え
を
語
る
。

高
齢
社
会
を
迎
え
、
前
立
腺

肥
大
症
は
今
後
も
多
く
の
患
者

が
見
込
ま
れ
る
。
前
立
腺
肥
大

症
治
療
の
医
療
水
準
を
向
上
さ

せ
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

す
で
あ
ろ
う
ア
ク
ア
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
治
療
。
患
者
の
負
担
を
減

ら
し
、
よ
り
安
全
で
質
の
高
い

医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
黒
沢

病
院
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続

く
。

Ａ
Ｉ
搭
載
最
新
機
器

Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
も

患
者
負
担
を
軽
減

患
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
最
新
の
医
療
機
器
を
導
入

す
る
と
い
う
姿
勢
は
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
貫
か
れ
て
い
る
。
黒

沢
病
院
は
今
年
５
月
、
オ
ラ
ン

ダ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
製
の
Ｍ

Ｒ
Ｉ
「
Ｍ
Ｒ
５
３
０
０
」
と
ド

イ
ツ
・
シ
ー
メ
ン
ス
ヘ
ル
ス
ケ

ア
社
製
の
Ｃ
Ｔ
「

（
ゾ
マ
ト

ム
エ
ク
シ
ー
ド
）
」
を
導
入
し

た
。
こ
れ
ら
の
機
器
は
Ａ
Ｉ
技

術
を
搭
載
。
画
像
処
理
速
度
も

向
上
し
て
お
り
、
検
査
時
間
の

短
縮
や
患
者
へ
の
迅
速
な
画
像

提
供
を
実
現
し
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
従
来
よ
り
も
格

段
に
少
な
い
７
㍑
の
ヘ
リ
ウ
ム

で
超
電
導
状
態
を
維
持
で
き
る

「

（
ブ
ル
ー
シ

ー
ル
）
マ
グ
ネ
ッ
ト
」
を
採
用

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
然
災

害
時
や
突
発
的
な
停
電
な
ど
の

シ
ス
テ
ム
停
止
時
間
を
最
小
限

に
抑
え
、
い
ち
早
く
復
旧
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

寝
心
地
が
良
い
ベ
ッ
ド
や
、

全
身
を
一
度
に
撮
影
で
き
る
新

し
い
コ
イ
ル
（
磁
場
の
力
を
利

用
し
体
か
ら
発
せ
ら
れ
る
信
号

を
受
信
す
る
機
器
）
の
採
用
な

ど
、
患
者
の
快
適
性
を
高
め
る

工
夫
も
施
さ
れ
て
い
る
。
検
査

中
発
生
す
る
高
速
振
動
音
も
小

さ
く
な
り
、
患
者
か
ら
高
評
価

を
得
て
い
る
。

Ｃ
Ｔ
で
は
、
検
査
に
か
か
る

被
ば
く
量
が
大
幅
に
低
減
さ
れ

た
。
Ａ
Ｉ
が
患
者
の
体
の
位
置

を
自
動
で
合
わ
せ
る
た
め
、
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
に
か
か
る
時
間
を

短
縮
。
検
査
時
間
が
短
く
な
る

こ
と
で
、
じ
っ
と
し
て
い
る
の

が
つ
ら
い
患
者
や
長
時
間
横
に

な
る
の
が
難
し
い
患
者
も
身
体

的
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、新
し
い
機
器
は
開
口
部（
ガ

ン
ト
リ
ー
）
が

㌢
（
従
来
の

機
器
は

㌢
）と
大
き
く
な
り
、

閉
所
恐
怖
症
の
患
者
も
検
査
を

受
け
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

(令和７年) （１５４）(令和７年) （１５４）


